
外 来 リ ク ヒ モ ム シ の 拡 散 防 止 と 分 布 情 報 収 集 の お 願 い

外来リクヒモムシの特徴
【基本情報】
・体長2mm～6cm程度。陸生のヒモムシ類（紐型動物門）の１種。従来、オガサワラリクヒモムシ

Geonemertes pelaensisと呼ばれていたが、生態的特徴からこれとは別種の可能性が高いとされる。
・80 年代初めに父島、90 年代半ばに母島に侵入。父、母、兄島の広域と弟島北部で確認されている。
・ワラジムシ類のほか、ヨコエビ類、クモ類、昆虫類など節足動物を広く捕食し、土壌動物相に壊滅的

被害をもたらす。
・水中や樹上でも確認されることはあるが、湿った林床の倒木や石の下や裏で発見される場合が多い。
・外来プラナリア類と同様、お酢や消毒用アルコール等の噴霧や冷凍により死亡する。そのため未侵入

の属島への出発前だけでなく、既侵入域から未確認域への移動前にも消毒できるとよい。

小笠原諸島の一部には外来リクヒモムシが侵入し、ワラジムシ類等土壌動物相に甚大な被害をもたらして
いる。現在、検出や駆除等防除技術が確立されていない状況であり、分布の把握と侵入の早期発見を図る
必要がある。まずは属島上陸者がリクヒモムシの特徴を把握し、日頃から未侵入域に持ち込まないよう注
意するとともに、発見した場合は直ちに関係者内で共有されるよう、必要な情報を以下に整理する。

【ヒモムシに似る土壌動物（例）】
※プラナリア類には非常に似る種もいるが、貝食性種も含まれる外来種のため要通報。
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ミミズ類｜体節（横すじ）が連なる リクウズムシの一種（弟島）｜頭がとがる
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頭が半月状リクウズムシの一種（母島）｜体がやや扁平

頭部拡大

眼点が小さく帯状
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○通報先

環境省 小笠原自然保護官事務所
 （小笠原世界遺産センター内）
℡ 04998-2-7174
（休日・夜間 090-1500-0742）

RO-OGASAWARA@env.go.jp

○通報時に伝える事項
① 通報者の名前・所属(詳細は公表しません)
② 発見日時
③ 場所（島名と地域名）
④ 写真、GPS情報等の有無
⑤ 発見状況（周囲の環境、個体数、

個体の大きさなど）

※写真やGPS情報があれば、電話連絡の後に
メール送付をお願いします。

※業務請負者が発見した場合、環境省と共に
発注者（現地事務所）にも通報します。

発見時の対応
・未確認域でヒモムシらしきものを発見した場合は、写真と発見地点情報を記録し、速やかに通報する。

ワラジムシ類の死骸｜全身が残り、中身が空で白色。消化
管が黒い線として残る。ヒモムシの粘液がまとわりつく。

倒木の下に潜むヒモムシ

卵のう｜3～5mm程度。膜内に数十個の卵。

外来リクヒモムシの見つけ方
・ヒモムシ生体に加え、卵のうや捕食されたワラジムシ類の死骸等の痕跡がないか注意する。
・陸産貝類と似た湿潤環境を好むため、調査時にヒモムシもいないか留意する。
・人や物資への随伴により侵入する可能性があることから、上陸地点や作業地点などで空き時間に周囲の
倒木や物資の裏などを確認する。

（参考）モニタリング業務の例｜環境省業務内で兄島で調査した際は、湿潤環境複数地点で「１地点10 
m×10 m範囲内を5分間目視探索（倒木や石の下を重点的に探索）」を基準とした。

＜作成＞ 環境省小笠原自然保護官事務所（2025年6月） ＜写真提供＞ 自然環境研究センター 森 英章、吉野 広軌
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湿った林床にある倒木や石の下に多い
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